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●熊本市●

平成30年度 第１回 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築担当者会議
「事前課題」シート

フットワーク・ネットワーク・チームワーク
がまだす熊本！！

熊本市版！

熊本市では・・・・

精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向け、医療・福祉・ピア・
行政の関係機関の連携による取り組みを行い、精神障がい者の地域移行と重層的な支
援体制を推進してきます。
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熊本市

１ 県又は政令市の基礎情報

基本情報（都道府県等情報）

砂取

黒髪

弓削

五福

白川

碩台

出水
白山

春竹

本荘
慶徳

古町

春日
尾ノ上

帯山西

健軍

健軍東

山ノ内

東町

桜木

泉ヶ丘

高橋

芳野

清水

託麻東

託麻北

河内

松尾西 池上松尾東

花園

小島 城山

飽田東

飽田西

奥古閑

銭塘

中緑

川尻

御幸

画図

松尾北

川口

白坪

力合

日吉

城南

日吉東

田迎

田迎南

池田

向山

植木

山東

吉松

隈庄
富合

豊田

田底

山本

川上

田原東

桜井

菱形

北部東

西里

杉上

飽田南

中島

城西

秋津若葉

西原
託麻南

長嶺

一新

龍田高平台

城北

麻生田

楡木
楠

武蔵

託麻西

出水南

大江

託麻原
月出

壷川

帯山
城東

桜木東

北区

東区
中央区西区

南区

砂取

黒髪

弓削

五福

白川

碩台

出水
白山

春竹

本荘
慶徳

古町

春日
尾ノ上

帯山西

健軍

健軍東

山ノ内

東町

桜木

泉ヶ丘

高橋

芳野

清水

託麻東

託麻北

河内

松尾西 池上松尾東

花園

小島 城山

飽田東

飽田西

奥古閑

銭塘

中緑

川尻

御幸

画図

松尾北

川口

白坪

力合

日吉

城南

日吉東

田迎

田迎南

池田

向山

植木

山東

吉松

隈庄
富合

豊田

田底

山本

川上

田原東

桜井

菱形

北部東

西里

杉上

飽田南

中島

城西

秋津若葉

西原
託麻南

長嶺

一新

龍田高平台

城北

麻生田

楡木
楠

武蔵

託麻西

出水南

大江

託麻原
月出

壷川

帯山
城東

桜木東

北区

東区
中央区西区

南区

熊本市

｢ひごまる｣

取組内容

【人材育成の取り組み】

・連携会議における研修及び院内研修

の実施

・県主催研修企画チームへの協力

【精神障害者の地域移行の取り組み】

・地域体制整備アドバイザー配置事業

・ピアサポート活用事業

・精神障がい者地域移行支援部会の開催

・区役所単位の取り組みの情報共有
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2 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）
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熊本市障がい者自立支援協議会 （年４回開催）

進捗報告
課題提起等

進捗管理・評価
対応策の検討

区単位での関係機関による取り組み（随時開催）

東区中央区 南区西区 北区

進捗確認・課題の共有

精神障がい者地域移行支援部会 （月1回）

地域体制整備
アドバイザー

関係団体精神科病院

医師･看護師･PSW
OT･心理等

ピアサポーター

相談支援事業所
（委託・指定）

精神保健福祉室

区役所

こころの健康
センター

事務局会議
部会長・副部会長
アドバイザー

精神保健福祉室

・事業の進捗管理
・研修の企画開催
・区毎の取組支援

必要に応じ作業班
を設置

熊本県

地域移行支援
研修会
（年１回）

課題把握・
方策の検討

情報共有

熊本市
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熊本市

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

H17-H19 H20-H23 H24-H26 H27-H28 Ｈ29-H30

連携会議 （精神障がい者地域移行支援部会）

精神障がい者地域移行
支援特別対策事業
（実施主体：熊本県）

・地域体制整備アドバイザー配置事業
・高齢入院患者地域支援事業
・ピアサポート活用事業
・地域移行支援協議会設置

・事業の継続
（検証事業）

・意向調査実施
・圏域毎の取組

熊本市では、平成17年度から精神科病院・事業所・行政等による連携会議を開始し、事例検討、
ニーズ調査、研修会、情報誌の作成等を行った（平成25年度より熊本市障がい者自立支援協議会
の部会に位置付けた）。

平成24年度の政令市移行後は、地域体制整備アドバイザー配置事業、高齢入院患者地域支援事
業、ピアサポート活用事業を開始。地域移行支援協議会において事業評価を行った。

平成27年度からは、熊本県主催の人材育成研修に参画し、圏域毎のロードマップを作成。その
後の進捗状況を連携会議で共有しながら課題や解決方法を検討している。

ポスター
と

広報誌

・事業の継続

（調査結果に基づく
取組の実施）

研修会の様子
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熊本市

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組における強みと課題

【特徴（強み）】

１．月１回の協議の場（精神障がい者地域移行支援部会）により、関係機関による顔の見えるネットワークができつつある。

２．区単位の連絡会議が始まり、各区の実状と課題を共有して取り組みを検討している。

３．長期入院患者の意向調査により精神科病院の入院患者の実態を把握できた。

課題解決の達成度を測る指標 指標の設定理由 現状値 目標値（H30）
①病院内におけるポスターの掲示数 入院患者への地域相談支援の啓発の機会を作る。 0 20

②地域移行支援のサービス利用者数 地域移行支援による医療側と地域側の連携を図る。 3 4

③

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する視点別の認識（取組）

地域相談支援の啓発が不足して
いる。

退院支援ポスターとリーフレットの
活用と、病院研修の継続。

行政側 ポスター掲示状況の確認

医療側 ポスターの掲示及びリーフレットの活用

事業者側

関係機関・住民等

医療機関と相談支援事業所の連
携が十分ではない。

一般相談支援事業所との連携促進
のための研修及び意見交換の実施。

行政側 研修会の機会を設定、関係機関への周知

医療側 積極的な研修会への参加

事業者側 積極的な研修会への参加

関係機関・住民等

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。
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熊本市

５
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
平成３０年度の取組スケジュール

１．地域移行支援制度の一層の普及・啓発（ポスター・リーフレットの活用、病院研修）
２．地域相談支援のさらなる活用（地域相談支援を各区1名出す）
３．

平成３０年度の到達目標

時期（月） 実施する項目 実施する内容 該当する
目標番号

H30年5月

6月

前半

後半

H31年3月

事業説明、実施内容に関する意見交換

一般相談支援事業所との連携①

研修の実施（随時）
区毎の取組み取り組みの進捗確認・課題の共有（随時）
居住支援・報酬改定・新サービス等の情報提供 など

啓発ツール（ポスター、リーフレット）の効果確認
一般相談支援事業所との連携②
事例検討 など

事業の振り返り、次年度計画

２

１・２

１・２
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熊本市

６ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた指標の推移と目標値

N
O 指 標

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
３２年度

平成
３６年度

①
１年以上の精神科病院在院患者数（人）
（各年６月３０日現在）

1649 1613 － － －

② 各年度 地域移行支援利用者数（実人数）（人） 0 3 － －

③ ②のうち、退院した者の数（実人数）（人） 0 0 － －

④ ピアサポーターの養成者数（実人数）（人） 15 0 － －

⑤ ④のうち、活動している者の数（実人数）（人） 1 0 － －

⑥ 地域移行を促す基盤整備 6 －

⑦ 治療抵抗性統合失調症治療薬の普及 － －

⑧ 認知症施策の推進 － －

【記入上の留意点】
③について ※利用年度の翌年度以降に退院した者については、利用年度に計上して下さい。

※退院後に再入院となった者については、退院した者（1人）として計上して下さい。
⑤について ※養成年度以降に、実際の活動を開始した者については、養成年度へ計上して下さい。
⑥⑦⑧について ※障害福祉計画上に明記した地域移行者数（地域移行に伴う基盤整備量（利用者数））を踏まえ、記載して下さい。

※⑥・⑦・⑧のそれぞれの値を分けて記載できない場合は、⑥＋⑦＋⑧の合計値を記載して下さい。

目標値
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